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マハタの単球二次頼粒の染色性

近藤昌和t 近藤啓太，高橋幸則

Staining Properties of Monocyte Minor Granules in Sevenband Grouper， 
EPinePhelus seρtemfiαsciαtus 

Masal王azuKondo t. Keita Kondo and Yukinori Takahashi 

Abstract : Staining characteristics of monocyte minor granules (MmG) in sev巴nbandgrouper， EPinephelus 
septemfasciatus wer巴 examm巴dby light microscopy. The color of MmG (reddish purple with May-
Grunwald (MG) and MG-Gi巴msa)was orthochromatic after staining with EY and MB. This result 

indicates that the reddish purple color of MmG were not metachromtic by basic dye (MB)， but formed 

by combination of EY and MB 
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l騎手し類，鳥類守 j随虫類および両生類の単球には，赤紫色

のアズール頼粒が観察されるが]一日'魚類では一般に，単

球にはアズール頼粒は認められていない 6) マハタ

Epinephelus septem/asciatusの単球には. May-Grunwald 

(MG ) 染色およひ~MG-Giemsa (MGG)染色によって赤紫

色を示す直径0.4μm以下の円形穎粒が存在し単球三次頼

粒 (MonocyteMinor Granul巴， MmG)と称されている710本

頼粒のMG染色性とMGG染色牲は同じであり， Gi巴msa(G)

染色では染色されないことから，単球二次穎粒はMG染色

巾に赤紫色に染色されると考えられている (Fig. 1) i)。

しかし MG液のいずれの成分によって単球二次頼粒が赤

紫色に染色されるのかは不明で、ある。MG液はエオシン酸

メチレンブルーのメタノール溶液であり，染色時の水溶液

中ではエオシンY(EY)とメチレンブルー (MB)に解離

する。本研究では， MG染色時の染色液中に共存している

2種類の色素 (EYとMB) をそれぞれ単独で用いて単

球二次頼粒の赤紫色に対する両色素の寄与を推定した。そ

の結巣，赤紫色に染色される頼粧を単純にアズール頼粒と

称することは不適当であることが明らかとなったのでここ

に報告する。

へパリンを入れた注射器を用いてマハタ ( ~IZ均体重78.6g) 

の尾柄部から採血し血液塗沫標本を作製した。EYと
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MBそれぞれの飽和無水メタノール溶液を血液塗沫標本上

に1.5ml載せて5分間固定したのち， リン酸緩衝液(1/15M. 

pH80) を同量追加混和して10分間染色したoその結果，

MmGはEYで、は燈色を (Fig2A)， MBでは青色を呈した

(Fig. 2B)。この染色結果から，単球二次頼粒の赤紫色

は， EYとMBの色調が混合することによって生ずると考

えられた。一般にG染色やMGG染色によって赤紫を呈する

Fig. 1. MmG of monocyt巴insevenband group巴r.Smear 
was stained with May-Grunwald (!vIG) stain. 
After五xationand staining for 5 min with MG 
concentrated-solution， the smear was stained 
again for 10 min in MG diluted with phosphate 
buffer(1/15 M， pH8.0). MmG show reddish purpl巴
Bar= 5μm 
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白血球頼粒はアズール穎粒と称されており， G染色i夜中の

アズ-)レB(AB)によって染色されるとされている。 AB

は水溶液中で、は青色で、あることから 8) ABによって生ず、る

赤紫色は， ABが異調染色性を示したことによるものと言

える。l¥llBもABと同様に水溶液中で‘は青色を呈し 9) 被染

色物によっては， MBも異調染色性を示す10.12) したがっ

て，赤紫色の頼粒をアズール頼粒と呼ぶ場合には，ABに

よる異調染色性を確認する必要があると考える。マハタ単

球の単球二次頼粒の赤紫色は， EYとMBの混色によって

生じたと考えられ，アズール頼粒ではないと言える。

池田ら (1985)は，メタノール固定したマハタ血液塗i末

機本にLeishman-Giemsa染色を施して観察しているがII¥

その単球には単球二次穎粒が認められない 710 池田ら

(985)は，Leishmanil主(エオシン目安メチレンブルーを 1

%含むメタノール溶液)をあらかじめ緩衝液で希釈してか

ら用いている ll) マハタの単球二次頼粒はメタノール固定

したのちにMGG染色した場合においても赤紫色を示すが守

メタノール固定した標本をG染色しても染色されないi)。

G液中には， MBとABとともにエオ シン酸メチレンブルー

とエオシン酸アズールBが含まれており，染色時には，緩

衝液等で希釈して用いることから.エオシン酸メチレンブ

ルーとエオシン酸アズ-)レBが解離する。したがって， G染

色液中にはEY，MBおよびABが存在することとなる。しか

し.マハタの単球二次穎粒はG染色では染色されないil。

これらのことから，マハタの単球二次穎粒のす、紫色を呈す

る成分はメタノール固定時に溶出しないが1 メタノールに

溶解 した色素でなくては，染色されないのではないかと推

察される。

Fig.2. 
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九

MmG of monocyt巴insevenband grouper. Smear 
was stain巴dwith eosin Y (A) or methylene 
blue (B) according to May-Grunwald stain. After 
fixation and staining for 5 min with saturat巴d
dye in absolut巴 methanol.the smear was 
stained again for 10 min in each dye diluted 
with phosphate buffer (1/1;; M， pH8.0). MmG 
(arrowheads) show orange (A) or blue (B >. 
Bars=5μm 

日南乳類，鳥類， ]随虫類および両生類の単球には，赤紫色

の頼粒が存在し，アズール頼粒と称されている 1-5)。しか

し本研究で明らかになったようにl 色調(赤紫色)のみ

でアズール頼粒と称するのは不適当と考えられ，染色標本

上の赤紫色の穎粒を，アズール頼粒と称することには注意

を要すると言える。
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